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1. 目的 
化学療法後の食欲不振に対する六君子湯の評価 

2. 研究デザイン 
ランダム化比較試験  (RCT)  

3. セッテイング 
大学病院 1 施設 

4. 参加者 
 手術適用のない肺癌患者で CDDP、CBCDCA、非プラチナ製剤の化学療法を受けた患

者 48 名 (全 140 クールの治療を解析。研究は延べ 140 名として実施されている)  
5. 介入 
 CBDCA 

Arm 1: ツムラ六君子湯エキス顆粒投与群 64 コース 
Arm 2: 非投与群 27 コース 
CDDP 
Arm1: ツムラ六君子湯エキス顆粒投与群 10 コース 
Arm2: 非投与群 11 コース 
非プラチナ製剤 
Arm1: ツムラ六君子湯エキス顆粒投与群 16 コース 
Arm2: 非投与群 12 コース 

6. 主なアウトカム評価項目  
食事摂取量 

7. 主な結果 
 CBDCA 群において化学療法開始後 1-6 日において、食事摂取量に有意差を認めなかっ

たが、7 日目においては六君子湯エキス顆粒投与群において有意に食事摂取量が増加し

た (6 日目については、食事摂取量増加の傾向 P=0.0626 を認めた) 。CDDP 群、非プラ

チナ製剤群においては、食事摂取量に有意差を認めなかった。 
8. 結論  
化学療法中における六君子湯の使用は、食欲減退に対して有用な可能性がある。 

9. 漢方的考察 
なし 

10. 論文中の安全性評価 
記載なし 

11. Abstractor のコメント 
 六君子湯は、近年、機能性胃腸症に頻用される処方である。化学療法による食欲不振

も広い意味での機能性胃腸症であるので、六君子湯の有用性をこのような形で検討す

ることの意義は大きいと思われる。研究の割付が恣意的 (CBDCA は投与群: 非投与群＝

2:1) であり、症例数が少ない中での工夫とは理解出来るものの、ランダム化比較試験

を実施するという意味においては、やや残念である。なお、化学療法中の下痢に対し

て頻用される半夏瀉心湯についても健胃作用が認められており、東洋医学的な観点か

らは有効である可能性もあるため、Abstractor としては Arm に加えて欲しいところでは

ある。 
12. Abstractor and date  

中田英之 2018.10.1. 

 


